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公開講座｢モノづくり体験実習-特殊鋳造で野菜の形の文鎮を作ろう-」の実施報告
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A Report of Extension Lecture; Manufacturing through Hands-on Experience. Let's Make 

the Vegetable Shaped Paperweightsby V-Process Moulding.
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1.はじめに

小中学生にモノづくりの楽しさを体験してほしいという

目的で,実習工場として平成5年度から rモノづくり｣体

験実習の講座を実施してきた.

平成 12年度に長野高専にⅤプロセス鋳造装置が導入さ

れた.これを機会にⅤプロセスを通じてモノづくりの楽し

さを体験してもらおうと,技術教育センターとして平成12

年度と平成 13年度に各々1回づつ公開講座を2回開設し

た.以下に実施した内容と関連事項を報告する.

2.Vプロセス鋳造法

2-1従来の鋳造法

金属は加熱されると溶けて液体になる.この溶けた金属

をいろいろな方法で作製した型に流し込むと,金属は冷え

て型どおりの形をした金属の塊ができる.このようにして

金属の製品を作る方法を鋳造という.

鋳造I胡己元前から,銅鐸などの製造法として存在してい

る,型を作ることができオリゴ複雑な形状のものも簡単に製

造できるので,工業製品から美術工芸品まで広く使用され

ている川.鋳造の基本手順を次に示す.

0.模型作成

木型,粘土などで日的形状の模型を製作する.

②.鋳型作成

模型を使って砂等の中に模型形状の空洞を作る.

③.注毅

金属を溶かし鋳型空洞に流す.
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& 型ばらし,仕上げ

金属が冷却後,型を壊して製品を取り出し,湯口,湯

道等を切断して仕上げる.

この様に鋳造では､溶けた金属を流し込むために鋳型製

作が必要である.鋳型の分類を図1に示す.

大量生産向きには何回も使用できる金型なども使われる

が,1回ごとに鋳型を作る場合に事物 ミ多く使われる.

｢般的に砂型に使われる鋳物砂Iも r砂+粘土+水｣の構成

である.この場合,構成比率ま重要であり,砂管理が重要

な工程となる.また,正確な模型形状の空洞をつくるため

に,模型に砂を密着させる必要がある.そのために,模型

周辺の砂を付き固める工程が重要となり,長年の経験と技

が必要である.

2-2Vプロセスの特徴

Ⅴプロセスは長野県工業試験所と株式会社アキタ (現在

アスザック)等との共同研究によって開発された技術であ

る.鋳物砂に粘結剤を含まなく,砂を付き固める工程を省
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き転写性の良い型が作製できる点が大きな特徴である.

鋳造等の素形材加工技術はかなりが外国から導入された

ものであるが,Ⅴプロセスは国産それも長野県で開発され

た技術である(2),

Ⅴプロセスの工程を図2に示す (3).Ⅴプロセスは3近来の

鋳造法とは全く異なる鋳造法であり,表1のような特徴を

有している(4)

表1Vプロセスの特徴

鋳 ･フイルムが模型形状を転写するので,鏡肌が良い.

物 ･砂が直接模型羊接触しないため,抜き勾酉劫不要.-
lコnFJ ･型盛りが少ないので,､寸法精度が高い.

質 ･寸法精度の再現性に優れ,NC加工に適する.
上 ･鋳型砂に起因する不良がない.

の ･湯流れが良いので薄肉鋳物ができる.

刺 ･冷却が遅いので,肉厚差が大きい戯物や形状複雑

点 な鋳物でも材質組織のばらつきが少ない.

壷 ..粘結剤を使わないので,副資材費が安ト､.･砂性状か変動↓にくいので,事実上日常的な砂管

済 理は不要

的 ･砂粒が模型と直披触れないので,損耗が少ない.

な ■.模型材料に帯躍がない.(布,粘土,植物などが模

刺 ･型として使用可.)

点 ･鋳肌が郎 ｢ため,疲仕上げ (ショット,グライン
1ダ｣,L塗装など)のコスト低減が図れる.また,

従来加工串ミ必要であった箇所の無加工化が可能と
なる場合がある.

環 ･有害ガス,刺激臭を工場内に発散しない.･作業者の熟練度によらず,襲定して高品質の鋳物
境 が生産できる.

上 ･砂や集塵微粉の廃棄土が他の造型法と比較して極

の めて少なく,廃棄物低減の時代に適している.

刺 ･製品の大型一体化,薄肉軽量化が容易で,ニー-ザ

点 -の開発ニーズに応えられる.

･アルミ,鋳鉄,銅合金など,様々な材質の鋳物を1

･つの設備で生産できる.

欠 ･フイルムに成形限界があるので,形状によっては･適用が制限される.

点 ･生型高速造型機並みの高速化は晩 (最高でも1.

分//イ粋が限界.)

･~軸 染砂を鹿田する甲で,集塵設備の能力を十分確
保しておく必要がある.(集塵能力が不足すると

･枠寸法の制約があり,自硬性ほどq)汎肘蜘まない.

3.公開講座 ｢モノづくり｣体験実習

3-1 日 的

体験実習を通じて,｢モノづくり｣の楽しさや完成時の喜

びを知ってもらうことを目的とした.そのため身近にある

例えばキュウリやバナナなどをそのまま用いて,それらの

形をした鋳物を作り,その後,機械加工や手仕上げにより

鋳物を完成させた.このように鋳造の全工程を体験実習さ

せることにした.

3-2受講対象者

小学校5年～6年,中学校1年～3年を対象に行なった.

3-3公開講座の内容

(1)｢モノづくり｣についての講義 (45分間)
鍋,スプーンなどの身近な製品から歯車などの工業製品

まで,モ/嘲オ料を加工することにより目的の形状となる.

金床加工する方法は大別して次のようになる.

･削る 切る ･-･- 切削

こする -･-･ 研削

曲げる 形をかえる ･--･･ 塑性変形

溶かす 全部溶かす ･--･･ 鋳造

一部溶かす -.-･ 溶接

溶ける前に ･-- 鍛造,焼結

(2)鋳物の基艶 模型の製作 (90分間)

･鋳物の歴史

･鋳物の特徴

･鋳物の原理

･Ⅴプロセスの原理

･模型の製作

本謝垂では木等で模型を製作軒先 バナナ,ナス,ピーマ

ン等身近な物を模型とした.

砂の中に模型と同じ空洞を作るために古淵 型から模型が

抜ける必要がある.木型などでは下部に凸部があると砂型

から抜けない.しかし,バナナ,ナス,̀ピーマン等は柔ら

かいので多少凸部があっても変形させ,もしくは表して空

洞を作成できる.

また,文鎮としてもちいるため,バナナ等の下部を切っ

て平らな面をつくり模型とした.

(3)鋳造,機械加工,手仕上げ (195分間)

図2に示した工程で鋳造を行なった.ある程度の重量が

ありかつ高敏感のある材料として黄金継物 とした.型ばら

しをしてから

･製品部分以外の余分な湯口などを切断除去

･表面の研磨

･汚れ防止の為,透明ラッカーを塗布

等を行って文鎮に仕上げた.

上記の実習風景の写真を図3-図6に示す.

4.アンケート結果

平成12年度と平成13年度の受講者17名にアンケートを

行なった.図7はアンケートの設問項目とその集計結果を

示す.
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1 模 型
中空の定盤の上に模型を取りつけ
る.模型(:くま中空空へilする多政の
フイルム吸廿用小才Lがあけちれてい
る.

-=/川=･-

8型合せ､淵
上型およびT型を合わせて液圧状態
で注湯する.

&.≡;.I. 港 .+

図2Vプロセスの工程
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4-1選択設問

選択設問のアンケー トの結果によると,本公開訊座に参

加した生徒は,小学5年生から中学3年生までの広範囲に

わたっているが,小学6年/巨が34%と一番多かった.この

ことは,最近モノづくりを嫌う傾向があると言われるが,

f一供の中にもモノづくりに興味を持っている者が結構いる

ことを示している.

参加者の出身地としては,本校に近い北信地方がrE倒的

に多いが,南信からも11%の生徒が参加した.PRの方法が

良かったと思われる.

この講座を何で知ったかを質問した結果によると,パン

フレットと親からと答えた生徒が過半数であったが,｢週

rlJl長野｣や ｢長野市民新聞｣等の新聞の ｢講演会･講習会

繋内｣等を見て白分で決めたという生徒もいた.今後もこ

の様な)j法で公開日苑座を PRすることは大切であると思わ

れる.

この.1,lVJA'1号に参Jullした動機をたずねたところ,親に勧めら
れた/Li従と高･.IJ･を兄p'rJ:したいという/l三徒が 31%と33%で

合わせるJ･70%近くをlLIめているが,モノづくりに恥味が

あったと答えた肴も11%いて,L-l分から進んで参JJ目した/l･-.

従も何人かいたことがわかる.

この講座の製作物である対物については知らなかった人

が圧倒的に多かったが,知っていた人も26%いナ∴ この様

な人は,親や先生に勧められて参)ullした人であろうと.fi]J)

れる.

また講座の内容は普通と感じている生徒が多いが,その

指導方法についてはT率といういう/i徒がLE倒的に多かっ

た.少人数の生徒に6人の謝師と2人の5年生が補助員と

して指導に当たったことが評価されたものと思われる.

公開謝垂のH部l】rtちょうど良いという人が圧倒的に多く,

指導が丁寧であるという人が多いことと対応している.

公開講座の峠3gは してけ7JHr旬を60%の人が希望し,

8月 ヒ旬が27%である.このことから,中小'､芦校がよ休み

に入った直後が比較的E=吊こなrJ棚'luか多く,公r胤推経に
も参加しやすいことがわかる.

最後に本校の受験を考えてい11すかという矧!りに対して

は,受験したいと芥えた′l三従が56%J;り.こU)公l仙'.肘lJA:/)て

小中学生に対して本校にF対心を持たはることに多少なりと

も効果があったと思われる.

4-2記述式の設問

記述式の設問に貯するアンケー ト結果を次に′Jこす.

(l)多くの公附渦室から ｢モノづくり｣体験災竹を壮ん

だ理由は何ですか?

･病中に鰍妹があったのでモノづくり体験父朋を迦んだ.

･仙1そうだったから.

図3 鋳型の説明を聞く受講生

図4 紺蛾 作中の受U推生

国5Vプロセスの砂入れ

図6紳型に雌
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･何年生ですか?

･鋳物について知っていましたか?

知っていた
13,i

･実習の指導方法は?

普通

不親切
0%

名前は知って
いた
13%

北信
89,i

･この講座に参加した動機は?

その他(昨年 モノ作りに興
も良かったか 味があった
ら) 14%
14%

･講座の内容は?

やさしい
0%

0%

先生に勧め
られた
5%

難しい
25%

･公開講座の時間は?

長い 型 ､
25,i
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･高専でロボコンのロボットを作っているから高専に行っ

てみたかった.

･モノづくりが好きだから.

･モノづくりをやってみたかったから,

･鋳物について親に少し説明してもらい,とても興味がわ

いたのでこの実習を選んだ

･友達に誘われて.

･モノを作る事が楽しそうだから.

･親に勧められた.

(2)講座を受けてみての意見感想.

･野菜の文鎮ができてよかった.

･めったにできない文鎮ができてよかった.

･高専が見学できてよかった.

･面白かった.

･先生方がとても親切でモノづくりがちゃんと出来た.

･野菜の文鎮作りで削ったり,こすったりして楽しかった.

･とても楽しかった.

･''EH庁報工学科を受けてみたい.パソコンなどに興味が

ある.今口やってみて,機敏工学科は冬は客そうだし,

滋は鞍いけど良かったと思う,楽しいと思った.

･法た,こういう,粥川号があったら参加してみたい.

1ち.Lつと賎しいなとJ.･&じる部分もあったが,ていねいに

抑推していただき.とてもいい作,TTが出火たと思う.漢

た,公けり.-,l'/ll竹こかJJlfしてみf･い.

･知らなかった111-を′､?''j<たのでl:!かったです.

･おII.には光っていない.LうなrI/I)の｣■リシリ ルのAfJtが

作か.てよかった.

･鉢物を始めて知って,作lITJ'.タイ1)たりして･'軒しかった.

･紡鵬分かりやすい脱F刑をしてくJl,てL'1.カ､)/(.

･意外と良かったけどうLく山来て.Lか )i.この.71㍍PIA.を/T'x･

けて結構面白かった.

(3)技術教育センターの印1如上どうでしたか

･色々な機械や道il･があって淡しかった_

･でっかい.

･色々な機械があるが,コードがごちゃごちゃしていた.

･色々な機械がいっぱいあってすごかった.

･ちょっと汚れているからちゃんとJIIi除したほうが良いと

思う.

･とても色々な設備が燈っている.とてもきれいだった.

･機械がいっぱいあってすごかった.

･ほとんど見たことの無いような機械があった.

･たくさんの機械がありびっくりした.

･-してヰ).没鵬が憤っているなと感じました.

･J.IJ･llWf)か機械が沢山あってびっくりした.

(一日 /Jtil"lWJJJIAf'･了Jなった勘所の印象はどうですか

･きれいで涼しかった.

･思ったより広かった.

･暑いと思っていたが案外暑くなく涼しかった.

･涼しくてきれいな所だった.

･色々な機械が印象帆

･暑かった.

･室内は古いけど大切に教室を使っている感じだった.

･少し汚かった.

･色々な道具がいっぱいあった.

5. おわリに

受講生のアンケー トより,El常生新用品で多く使われて

いる鋳物もあまり知られていないことが分かった.しかし,

モノづくりには興味があり創造の喜びを感じたと思われる.

今Ip)の公開講座では,図8のようにバナナ,ピーマン,

ナスおよびキュウリの実物を使って,その通りの文鎮を作

ったが,初めてにしては大変見事な文鎮ができた.参加し

た生徒にとって,この感激は一生の宝物になったのではな

いかと思われる.

また,技術教育センターに機械が沢山あることが印象深

いようだった.多くの受F,縮生は高専を知りたくて受講して

おり,中学生の多くは本校の受験を希q_!しているようだ

そして本公開講座が,本校を受験しようとしている中学yL

にとって少しでも役に在てたのではないかと思われる.

姑後に本公開..似似こご脇ノブいただいた阻除各位に感謝の

.5:を如しよす.

図8ハ)す､ナス､ピーマン､キュウリの戯銅捗物
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